
















































































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、換言すれば
0 0 0 0 0
、意識が自分の諸目的を撤廃してゆく側面
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
をなすにとどまる─
─人倫的実体それ自体から出てくる側面
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
をなしているのではない。これらの契機は失われた人倫に対抗して
目的とされるだけの意義をまだもちえないがゆえに、これらの契機はここではなるほど


























































































































































































































































　1　 ヘーゲルの著作は、アカデミー版『へーゲル全集』（Hegel Gesammelte Werke, hrsg. v. Rheinisch-Westfälischen Akademie der 
Wissenschaften. ［GW］）を用いた。以下、テキストを引用・参照するに際しては、巻および頁数のみを本文中に示す。な
お、引用内の括弧〔 〕は、すべて引用者の補足である。
　2　 『精神現象学』における人倫と道徳性の関係に関するこれまでの先行研究については、次の文献が詳しい。Dudley, Will, 
“Ethical life, morality, and the role of spirit in the Phenomenology of Spirit”, in: Moyar, Dean and Quante, Michael（ed.）, Hegel’s 
Phenomonology of Spirit: A Critical Guide, Cambridge University Press, 2008.
　3　滝口清栄『へーゲル『法（権利）の哲学』──形成と展開』御茶の水書房、2007年、第五章 pp.111-133参照。














































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、その第一の規定




0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。それによってまた、意識と自体とのあいだに区別が








        Cf. Pippin, Robert,“Recognition and Reconcilliation: Actualized Agency in Hegel’s Jena Phenomenology”in: Brink, Bert Van Den 
        and Owen, David（ed.）, Recognition and Power, Cambridge University Press, 2007, pp.57-78.
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